
CEL

ね
満
足
度
が
高
い
も
の
の
、
収
入
や
資
産
水
準
に
関
し
て
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
と
評
価
し
て
い
る
。
他
者
配
慮
や
社
会
的
課
題
に
対
す
る
貢
献
に
対
し
て
積
極
的

い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
大
阪
ガ
ス
㈱ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
　

主
席
研
究
員
）  

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
干
ば
つ
に
よ
る
小
麦
の
不
作
や
、
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
バ
イ
オ
燃
料
と
の
競
合
、
急
速
に
経
済
力
を
つ
け
た

中
国
の
穀
物
市
場
へ
の
影
響
な
ど
に
よ
る
穀
物
価
格
の
高
騰
が
続

き
、
身
近
な
食
料
品
の
値
上
げ
が
続
く
。
食
糧
争
奪
な
ど
の
言
葉
も

日
常
的
に
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
世
界
市
場
で
の
食
料
を
め
ぐ

る
状
況
は
、
平
成
一
七
年
の
「
食
育
基
本
法
」
施
行
当
時
と
比
べ
て

短
期
間
で
大
き
く
変
化
し
た
。
食
料
問
題
は
同
法
成
立
の
背
景
と
な

る
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
早
く
顕
在
化
し

て
く
る
と
は
、
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
方
、
食
の
外
部
化
や
飽
食
、
食
の
洋
風
化
に
よ
る
生
活
習
慣
病

の
増
加
、
食
に
お
け
る
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
の
問
題
も
相
変

わ
ら
ず
深
刻
な
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
ま
た
、
後
を
絶
た
な
い
食
品
表
示
の
偽
装
や
中
国
産
冷
凍
餃
子
の

事
件
、
米
国
か
ら
の
輸
入
牛
肉
に
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
危

険
部
位
が
混
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
再
び
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
相

も
変
わ
ら
ず
、
食
の
安
全
・
安
心
を
揺
る
が
す
事
件
も
続
い
て
い
る
。

　
食
育
基
本
法
施
行
が
、
日
本
の
食
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
議
論
す

る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
外
部
化

し
た
食
に
つ
い
て
、
国
や
公
共
団
体
、
教
育
関
係
者
や
個
人
で
解
決

で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
。
食
育
基
本
法
を
契
機
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
、
そ
し
て
ロ
ー
カ
ル
な
食
を
め
ぐ
る
課
題
の
解
決
の
道
を
探

る
に
は
、
さ
ら
に
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
団
体
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
食
育
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
食
育
活
動
の
裾
野
を
広
げ
る
た

め
に
は
、
食
関
連
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
食
育
に
取
り
組
み
、
さ
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ら
に
多
様
な
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
や
環
境
貢
献
活
動
と
し
て
食

育
に
取
り
組
む
こ
と
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
国
の
食
育
推
進
会
議
は
、
平
成
一
七
年
度
末
に
「
食
育
推
進
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
地
方
公
共
団
体
に
は
「
都
道
府
県
食
育
推
進
計

画
」、
市
町
村
に
は
「
市
町
村
食
育
推
進
計
画
」
を
努
力
義
務
と
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
文
部
科
学
省
が
「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
」
国
民
運
動
を
展
開
、
比
較
的
わ
か
り
や
す
く
、
民
間
企
業
や

団
体
の
参
加
し
や
す
い
広
が
り
の
あ
る
運
動
と
な
っ
た
。
ま
た
農

林
水
産
省
を
中
心
に
し
た
地
産
地
消
な
ど
の
活
動
は
、
地
域
の
学

校
栄
養
士
や
生
産
者
と
の
連
携
に
よ
っ
て
各
地
で
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
、
平
成
一
九
年
度
末

に
よ
う
や
く
食
育
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
、
食
育
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
く
、
国
民
の
関
心
が
高

い
割
に
は
、
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
活
動
が
少
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

　
ま
た
、
教
育
関
係
者
に
対
し
て
は
、「
あ
ら
ゆ
る
機
会
、
あ
ら
ゆ

る
場
所
を
利
用
し
た
積
極
的
な
食
育
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
」
が

求
め
ら
れ
、
学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
指
導
体
制
の
要
と

し
て
、「
栄
養
教
諭
制
度
」
が
平
成
一
七
年
四
月
に
開
始
さ
れ
た
。

平
成
一
八
年
度
末
に
は
文
部
科
学
省
か
ら
「
食
に
関
す
る
指
導
の

手
引
き
」
が
出
さ
れ
、
教
育
現
場
で
も
本
格
的
に
食
育
が
ス
タ
ー
ト

で
き
る
状
況
が
整
い
は
じ
め
た
。
　

　
し
か
し
一
方
で
、
食
育
の
授
業
の
受
け
皿
と
さ
れ
る
総
合
学
習

の
時
間
は
、
ゆ
と
り
教
育
の
実
質
的
な
見
直
し
の
中
、
例
え
ば
小
学

校
六
年
生
ま
で
で
、
四
三
〇
時
間
の
総
合
学
習
の
時
間
が
二
八
〇

時
間
へ
と
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
食
育
の
授
業
へ
の
影
響
は

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
食
育
基
本
法
第
一
二
条
で
は
、
食
品
の
製
造
、
加
工
、
流
通
、
販

売
ま
た
は
食
事
の
提
供
を
行
う
事
業
者
及
び
団
体
に
は
、
自
主
的

か
つ
積
極
的
な
食
育
に
努
め
る
と
と
も
に
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
食
育
の
推
進
施
策
や
活
動
に
協
力
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
味
の
素
（
株
）
や
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）、
ハ
ウ
ス
食
品
（
株
）、

カ
ゴ
メ
（
株
）
な
ど
大
手
食
品
企
業
で
は
、
既
に
工
場
見
学
や
関
連

活
動
を
食
育
視
点
で
見
直
し
、
明
確
な
食
育
理
念
を
公
表
し
て
い

る
企
業
が
多
い
。
そ
の
活
動
は
、
食
育
を
模
索
す
る
流
通
や
外
食
産

業
、
飲
食
業
界
な
ど
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
、
食
関
連
企
業
、
業
界

の
食
育
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
に

は
、
食
育
に
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
や
先
進
的
な
独

自
の
食
育
活
動
が
、
今
後
も
期
待
さ
れ
る
。

　
食
育
の
裾
野
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
今
後
の
食
育
活
動

で
期
待
さ
れ
る
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
中
小
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
流
通

や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
大
手
外

食
産
業
、
そ
し
て
個
人
経
営
の
多
い
飲
食
店
や
小
売
店
の
取
り
組

み
だ
ろ
う
。
炊
事
設
備
の
な
い
寮
や
、
あ
っ
て
も
貧
弱
な
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
す
若
年
単
身
者
は
多
く
、
日
常
の
食
生
活

の
大
部
分
を
流
通
や
外
食
産
業
が
担
っ
て
い
る
の
が
実
情
な
の
だ
。

消
費
者
と
高
い
頻
度
で
接
す
る
流
通
や
飲
食
店
に
は
、
食
の
専
門
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で
き
る
状
況
が
整
い
は
じ
め
た
。
　

　
し
か
し
一
方
で
、
食
育
の
授
業
の
受
け
皿
と
さ
れ
る
総
合
学
習

の
大
部
分
を
流
通
や
外
食
産
業
が
担
っ
て
い
る
の
が
実
情
な
の
だ
。

消
費
者
と
高
い
頻
度
で
接
す
る
流
通
や
飲
食
店
に
は
、
食
の
専
門

家
集
団
と
し
て
、
カ
ロ
リ
ー
表
示
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
加

え
て
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
食
情
報
の
提
供
が
要
求
さ
れ
、
食

育
の
場
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
日
本
人

の
食
生
活
で
、
流
通
や
外
食
産
業
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
分
だ
け
、
流
通
や
外
食
産
業
に
は
、
食
育
視
点
で
事
業
活
動

を
一
か
ら
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
気
で
お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
食
育
に
向
き
合
う
企
業

が
、
競
争
の
激
し
い
業
界
で
生
き
残
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
手
の
流
通
や
外
食
産
業
が
、
メ
ー
カ
ー
や

輸
入
業
者
、
生
産
者
と
と
も
に
食
育
視
点
で
事
業
を
見
直
す
こ
と

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
面
で
も
ロ
ー
カ
ル
な
面
で
も
食
育
の
大
き
な

推
進
力
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
個
人
経
営
が
多
い
飲
食
業
や
小
売
店
に
お
い
て
は
、
業
界

に
よ
る
食
育
研
究
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
店
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
食
育

が
期
待
さ
れ
る
。「
食
育
、
食
育
と
言
わ
れ
て
も
何
を
し
た
ら
よ
い

か
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
戸
惑
い
の
声
を
聞
く
こ
と
が
多
い

が
、
例
え
ば
、
野
菜
や
魚
の
旬
の
話
、
梅
雨
時
に
は
衛
生
管
理
の
ち

ょ
っ
と
し
た
ヒ
ン
ト
、
生
産
地
や
食
の
こ
と
わ
ざ
、
料
理
の
味
わ
い

方
な
ど
を
例
に
挙
げ
る
と
、「
な
ん
だ
そ
ん
な
こ
と
か
」
と
納
得
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
。
飲
食
業
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
は
食
育
の
宝
庫
と

言
え
る
。
飲
食
業
に
お
け
る
食
育
活
動
は
、
日
々
お
客
さ
ま
と
接
す

る
店
主
や
従
業
員
の
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
配
慮
や
努
力
の
積
み
重

ね
で
あ
り
、
お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
つ
地
道
な
取
り
組
み
は
、
飲
食

ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
外
食
産
業
、
個
人
の

飲
食
店
で
、
接
点
と
な
る
社
員
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
た

従
業
員
の
食
の
感
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
食
の
感
度

の
高
い
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
店
舗
ス
ペ
ー
ス
は
食
育
の
場

と
な
る
。
日
々
の
接
客
業
務
を
食
育
視
点
で
見
直
し
、
ち
ょ
っ
と
し

た
食
の
情
報
や
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
食
育
機
会
を

飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
顧

客
の
信
頼
度
ア
ッ
プ
へ
と
つ
な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、
食
の
感
度

の
高
い
お
客
さ
ま
づ
く
り
、
将
来
へ
の
投
資
で
も
あ
る
の
だ
。
食
育

基
本
法
施
行
に
合
わ
せ
、
流
通
で
働
く
社
員
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
従
業
員
を
対
象
に
食
育
視
点
で
研
修
を
行
い
、
既
に
千
名
を
超

え
る
食
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
養
成
し
た
（
株
）
お
い
し
い
ハ
ー

ト
（
取
締
役
社
長
石
原
奈
津
子
氏
、http//w

w
w
.oishii-heart.net

）

の
活
動
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
食
育
の
裾
野
を
広
げ
る
活
動

も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　
大
阪
ガ
ス
で
は
、
平
成
二
〇
年
度
に
食
育
活
動
を
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。「
一
〇
〇
年
の
料
理
活
動
」
を
「
大
阪
ガ
ス
の
食
育

へ
の
取
り
組
み
」
へ
と
進
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
本

格
的
な
食
育
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
阪
ガ
ス
の

食
育
理
念
を
、
①
料
理
す
る
楽
し
さ
を
生
き
る
チ
カ
ラ
に
、
②
お
い

し
く
食
べ
て
豊
か
な
コ
コ
ロ
に
、
③
食
の
理
解
を
通
じ
て
つ
な
が

り
あ
う
社
会
に
、
と
設
定
し
た
。
そ
し
て
食
育
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

『「
い
た
だ
き
ま
す
」
で
育
も
う
』
を
設
定
し
た
。

　
大
阪
ガ
ス
の
食
育
へ
の
取
り
組
み
は
、
一
〇
〇
年
と
も
、
よ
う
や

く
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）

や
東
京
ガ
ス
（
株
）
な
ど
食
育
先
進
企
業
の
取
り
組
み
か
ら
多
く
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ず
社
内
横
断
的
な
食
育
ワ
ー

キ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
、「
大
阪
ガ
ス
の
料
理
活
動
」
を
食
育
の
視
点

で
見
直
し
、
食
育
活
動
の
基
盤
や
長
期
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
き
た
。
食
育
理
念
や
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
そ
の
検
討
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　 料理する楽しさを
　　生きるチカラに
　初めての料理にワクワクドキドキ。

料理する楽しさを大切にしながら、

旬の野菜や魚に触れ、包丁や火を扱う。

五感をフルに使いながら健康的な食

事作りのスキルを身につけることが、

生きる力の一歩になります。

　 おいしく食べて
　　豊かなココロに
　身体だけでなく心も豊かにしてく

れるおいしい食事。「ごちそうさま。

ありがとう。」楽しい食卓の経験を重

ねることが豊かな心を育みます。

　 食の理解を通じて
　　つながりあう社会に
　初めての味に挑戦したり、収穫を

体験したり、食を通じて社会とのつ

ながりを実感。食の理解が社会やエ

ネルギー・環境のことを考えるきっ

かけになります。

3

2

1

大阪ガス食育理念

食育活動スローガン

「いただきます」で育もう。

の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
。

　
大
阪
ガ
ス
は
、
創
業
以
来
、
料
理
活
動
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
行

っ
て
き
た
。
古
く
は
照
明
用
と
し
て
ガ
ス
灯
の
ご
利
用
が
主
流
で

あ
っ
た
創
業
時
、
当
時
の
「
新
燃
料
」
で
あ
る
ガ
ス
を
、
薪
や
炭
と

同
じ
燃
料
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
炊
飯
実
演
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
炊
飯
実
演
が
大
阪
ガ
ス
の
料
理
活
動
の
始
ま
り
で
あ

る
。
ま
た
薪
や
炭
が
高
騰
し
た
大
正
時
代
に
は
、
炊
飯
の
時
間
や
費

用
、
簡
便
さ
な
ど
を
、
薪
や
炭
、
ガ
ス
で
比
較
す
る
炊
飯
実
験
な
ど

も
各
地
で
行
わ
れ
た
。

　
や
が
て
ガ
ス
の
利
用
が
、
照
明
用
か
ら
家
庭
の
台
所
の
燃
料
へ

と
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
当
時
の
本
社
ビ
ル
に
大
正
一
三
年
割
烹

研
究
会
を
開
設
。
そ
の
後
、
昭
和
八
年
の
現
在
の
本
社
ビ
ル
で
あ
る

ガ
ス
ビ
ル
建
築
時
に
は
、
一
〇
〇
名
が
一
度
に
料
理
を
習
う
こ
と

の
で
き
る
瓦
斯
料
理
講
習
室
を
開
設
す
る
に
い
た
る
。
戦
争
中
に

も
料
理
講
習
会
は
昭
和
一
九
年
ま
で
継
続
さ
れ
、
戦
後
再
開
後
は
、

お
り
か
ら
の
料
理
講
習
会
ブ
ー
ム
を
受
け
て
ガ
ス
供
給
エ
リ
ア
内

各
地
に
料
理
講
習
室
を
増
や
し
た
。
現
在
は
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸

な
ど
一
〇
カ
所
の
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
、
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
（
株
）
ア
プ
リ
ー
テ
ィ
セ
サ
モ
が
運
営
し
、
主
婦
や
Ｏ

Ｌ
、
男
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
方
が
参
加
い
た
だ
け
る
多
様
な

コ
ー
ス
で
料
理
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。
子
供
を
対
象
に
し
た
コ
ー

ス
と
し
て
、
夏
・
春
休
み
に
は
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や
、
第
二
土

曜
日
に
は
キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
な
ど
も
行
い
、
平
成
一
九
年
度

に
は
、
年
間
八
万
五
千
人
の
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
一
方
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
行
う
「
ガ
ス
て
ん
」
や
謝
恩
セ
ー
ル

も
そ
の
歴
史
は
古
く
、
会
場
で
の
料
理
実
演
や
レ
シ
ピ
の
配
布
を

通
じ
て
マ
イ
ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
の
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
っ
て

き
た
。
ま
た
、
筆
者
の
所
属
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
で
は
、

家
庭
の
料
理
離
れ
が
進
む
中
、
食
環
境
の
変
化
の
研
究
や
食
育
基

本
法
施
行
に
合
わ
せ
て
平
成
一
六
年
よ
り
マ
イ
ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン

グ
の
検
証
を
目
的
に
、
東
北
大
学
川
島
隆
太
教
授
と
の
共
同
研
究

で
、
調
理
に
よ
る
脳
の
活
性
化
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
。
三
カ
年
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も
料
理
講
習
会
は
昭
和
一
九
年
ま
で
継
続
さ
れ
、
戦
後
再
開
後
は
、

お
り
か
ら
の
料
理
講
習
会
ブ
ー
ム
を
受
け
て
ガ
ス
供
給
エ
リ
ア
内

グ
の
検
証
を
目
的
に
、
東
北
大
学
川
島
隆
太
教
授
と
の
共
同
研
究

で
、
調
理
に
よ
る
脳
の
活
性
化
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
。
三
カ
年

の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
「
脳
を
元
気
に
す
る
シ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
」

や
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

を
進
め
、
調
理
が
大
人
の
脳
を
鍛
え
、
子
供
の
脳
を
育
む
こ
と
な
ど

を
実
証
し
、
広
報
活
動
を
通
じ
て
食
育
情
報
と
し
て
広
く
発
信
し

て
い
る
。
お
客
さ
ま
部
や
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室
で
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
教
育
の
出
張
授
業
を
実
施
し
、
調
理
に
よ
る
脳
の
活

性
化
に
つ
い
て
、
行
政
や
消
費
者
団
体
、
学
校
を
対
象
に
し
た
講
演

活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
大
阪
ガ
ス
の
料
理
活
動
は
、
食
育
基
本
法
に
沿
っ
た
食
育
活
動

と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
食
育
理
念
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
平
成

二
〇
年
度
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
。
創
業
以
来
、
営
業
活
動
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
き
た
大
阪
ガ
ス
の
料
理
活
動
は
、
幸
い
な
こ

と
に
一
〇
〇
年
の
歴
史
の
中
で
ご
利
用
い
た
だ
い
た
多
く
の
お
客

さ
ま
を
通
じ
て
関
西
の
食
文
化
に
足
跡
を
残
し
、
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
大
阪
ガ
ス
の
企
業
価
値
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
築

い
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
食
育
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
の
一

員
と
し
て
、
そ
の
歴
史
や
意
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
道
な
営
業

活
動
と
し
て
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
大
阪
ガ
ス
の
食
育
活
動
の

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
食
育
ワ
ー
キ
ン
グ
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
農
林
水
産

省
近
畿
農
政
局
様
や
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）
経
営
企
画
室
大
津
山
氏

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
貴
重
な
情
報
を
い
た
だ
き
、
示
唆
を
得

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
近
年
、
日
本
の
経
済
的
影
響
力
の
低
下
が
盛
ん
に
言
わ
れ
、
一
国

の
経
済
の
栄
枯
盛
衰
を
目
の
当
た
り
に
す
る
よ
う
だ
。
か
つ
て
高

度
経
済
成
長
期
を
経
た
日
本
が
、
急
激
な
円
高
に
乗
っ
て
海
外
進

出
し
た
八
〇
年
代
、
現
地
で
「
よ
き
企
業
市
民
」
た
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
が
、
日
本
企
業
に
社
会
貢
献
活
動
を
意
識
さ
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
日
本
の
社
会
貢
献
は
、
持
て
る
も
の
の
義
務
で
あ
る

「
利
益
還
元
型
」
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
。

　
八
〇
年
代
後
半
に
は
、（
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）

が
、
社
会
貢
献
活
動
を
視
察
す
る
た
め
の
欧
米
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
二
月
に
は
、
社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ

協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
経
団
連
の
「
１
％
（
ワ
ン

パ
ー
セ
ン
ト
）
ク
ラ
ブ
」
も
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
メ
セ
ナ
協
議
会

や
１
％
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
よ
っ
て
メ
セ
ナ
や
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

と
い
う
言
葉
が
日
本
社
会
に
導
入
さ
れ
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動

は
二
〇
年
弱
の
歴
史
の
中
で
よ
う
や
く
浸
透
し
て
き
た
と
言
え
る
。

　
そ
の
結
果
、「
企
業
が
社
会
的
な
諸
問
題
の
解
決
に
参
加
、
協
力

す
る
な
ど
、
広
く
社
会
環
境
の
向
上
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
」

は
、
至
極
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
年
は
、
企

業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
し
て
、
社
会
規
範
の
遵
守
、
外
部

不
経
済
の
削
減
努
力
、
積
極
的
な
社
会
奉
仕
の
枠
組
み
の
中
で
、
社

会
貢
献
活
動
を
再
検
討
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
少
し
古
く

な
る
が
、
平
成
一
六
年
の
経
団
連
の
社
会
貢
献
推
進
委
員
会
と
１

％
ク
ラ
ブ
の
社
会
貢
献
活
動
実
績
調
査
結
果
で
は
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の

関
心
の
高
ま
り
が
、
自
社
の
社
会
貢
献
活
動
に
影
響
を
与
え
て
い

る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
、
回
答
企
業
の
六
五
・
四
％
で
あ
っ
た
。

影
響
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
企
業
二
九
七
社
中
、
主
な
影
響
と
し

て
「
情
報
公
開
の
強
化
」
四
六
・
一
％
、「
社
会
貢
献
活
動
の
基
本

方
針
の
見
直
し
」
三
五
・
七
％
、「
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直

し
」
三
五
・
〇
％
の
順
で
挙
げ
ら
れ
た
。

　
社
会
貢
献
活
動
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
視
点
は
、「
企

業
価
値
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
」
が
七
八
・
五
％
、「
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
説
明
責
任
の
向
上
」
が
五
〇
・
二
％
、「
活
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動
の
実
効
性
や
社
会
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
向
上
」
が
三
七
・
七
％
の

順
で
あ
っ
た
。
日
本
の
社
会
貢
献
活
動
も
、
企
業
の
社
会
的
責
任
へ

の
社
会
の
関
心
の
高
ま
り
や
メ
セ
ナ
協
議
会
や
１
％
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
通
じ
て
「
利
益
還
元
型
」
か
ら
「
経
営
戦
略
型
」
へ
と
変
化
・

成
熟
し
て
き
た
と
言
え
る
。

　
同
調
査
は
、「
気
候
変
動
や
貧
困
問
題
等
『
社
会
の
持
続
可
能
性
』

を
危
う
く
さ
せ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
が
数
多
く
発
生
す
る
中
で
、

公
的
セ
ク
タ
ー
だ
け
で
は
、
そ
の
解
決
は
困
難
で
あ
り
」、「
企
業

が
、
社
会
貢
献
活
動
の
活
動
方
針
や
目
標
設
定
を
事
業
活
動
の
中

で
位
置
づ
け
」、「
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
独
自
性
あ
る
活
動
を

着
実
に
展
開
す
る
」
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
社
会
の
持
続
可
能
性
と
い
う
意
味
で
、
食
料
・
環
境
問
題
面
か
ら

食
育
を
と
ら
え
た
場
合
、
日
本
の
自
給
率
は
四
〇
％
を
切
り
、
食
料

の
多
く
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
一
方
、
世
界
に
は
飢
え
に
苦
し

む
人
が
大
勢
い
る
中
で
、
日
本
で
は
多
く
の
食
料
を
ゴ
ミ
と
し
、
環

境
負
荷
の
高
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
ら
れ
ず
に
い
る
。
食
育

は
、
日
本
人
が
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
、
身
近
な

食
料
問
題
や
環
境
問
題
に
対
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
す
る
き

っ
か
け
と
な
り
得
る
数
少
な
い
機
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
環
境
負
荷
の
少
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
現
在
、
人
び
と
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
持
続
可
能
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
す
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
食
育
は
、
企

業
が
参
加
す
べ
き
社
会
貢
献
活
動
の
重
要
な
一
分
野
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
四
年
目
を
迎
え
、
食
関
連
企

業
を
中
心
に
企
業
の
食
育
へ
の
取
り
組
み
事
例
も
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、
食
育
に
関
し
て
、
食
料
・
環
境
問
題
な
ど
社
会
の
持
続
性

を
脅
か
す
多
様
な
問
題
が
存
在
し
、
よ
り
広
範
な
企
業
が
工
夫
を

凝
ら
し
た
独
自
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
企
業
の
食
育
活
動
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
と
し
て
さ
ら
に
広
く

取
り
組
ま
れ
、
ま
た
社
会
環
境
の
向
上
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
活

動
と
し
て
メ
セ
ナ
協
議
会
や
１
％
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
の
一
分
野

と
し
て
多
様
な
企
業
か
ら
報
告
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
大
阪
ガ
ス（
株
） 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

副
主
任
研
究
員
） 
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